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平成２３年　６月　２１日　（火）　　　　　　司会：橋本　彩花　記録：池田　真希子

	小向
	橋本
	小林
	竹内
	佐々木
	三浦
	工藤
	清川
	天間
	久保
	田口

	○
	○
	○
	公休
	深夜
	準夜
	公休
	ＣＤ留守
	○
	公休
	準夜

	沼山
	田ノ上
	高橋
	相馬
	根城
	池田
	加藤
	富沢
	貝塚
	小笠原

（麻）
	小笠原
（実）

	公休
	深夜
	ＣＤ留守
	○
	○
	○
	公休
	ＣＤ留守
	A留守
	準夜
	公休

	野中
	大嶋
	門上
	坂本
	神田
	乙崎
	上野
	小島
	鈴木
	藤原
	阿部

	公休
	深夜
	○
	○
	○
	○
	学校
	○
	○
	病欠
	病欠


出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· キッチンハイターは新しく発注せずに、Bスタッフオフィス内にある大きいキッチンハイターから使用して下さい。

· 委員会の出欠表をBのスタッフオフィスへ置いています。開催日時、参加の有無、開催日の勤務を記入して下さい。

· 7/8、厚生局の施設基準に関する適時調査が行なわれることになりました。実施に伴い、下記事項を6月末までに完了させてください。

①看護計画の見直し→新たに書き直した物をSGMまで提出。この計画に沿った看護記録をするように。

②カルテチェック→記載漏れのないように、また綴り順も確認して下さい。

　　　③生活機能回復訓練→指示箋、治療計画、実施記録、評価などが一元管理されていること。
前回指摘を受けている為、厳重に確認して下さい。

④環境整備→直前に大掃除、整理整頓を。

⑤各委員会→褥瘡、感染、事故対、医療機器、医療ガス、接遇など各委員会で掲示物や作成するべき書類の不備のないように。

＜患者様連絡事項＞

· 吉田　光男様～血圧高値の為、昨日夕よりコリネールL［血管拡張剤］（10）2T　2×朝・夕　2Tが

処方となっています。

· 小笠原　芳郎様～本日朝よりロドピン［精神神経用剤］(25)　2T　3×7T、マックターゼS[健胃消　　

化剤]　3T　3×7T処方、以前処方された6/21・朝分のマックターゼは中止とな

ります。

· 田中　豊三様～本日喀痰培養検査実施予定です。昨日16時より点滴が内容変更にて処方、6/27（月）　　

採血検査予定となっています。

本日排便―5日の為主治医へ報告、グリセリン浣腸120ml　1本処方となっています。

　　　　　　　　　施行後反応便確認しています。

· 川村　つゑ様～現在夕食後のふらつきあり転倒のリスク高い為、今後は眠剤の服用時間をずらし、

様子観察していくこととしています。しばらくは服用時間を20時頃とし、服用後

の歩行・睡眠状態等をカルテへ記入していきましょう。

· 五十嵐　タイ様～排便コントロールの為、シンラック液1本処方となっています。

· 慶長　節子様～嘔吐あることから定期の就床前薬、セロクエル[精神神経用剤]（25）　2T→1Tへ　

減薬となっています。

· 佐々木　貞吉様～臥床傾向の為定期の就床前薬、セロクエル[精神神経用剤]（25）　2T→1Tへ減薬

となっています。

· 便秘時の予測指示が以下の3名に処方、7/5（火）まで継続指示となります。

　　　　　　玉井　クニ子様、中村　清枝様、五十嵐　タイ様

※接遇の勉強会を実施しています。別紙参照。

【勉強会】

　　　　　　　　　　　　　～　接遇について　～

１．一人一人が病院の顔

「今さら接遇なんて」　「私はちゃんとやっている。これは誰か他の人の問題だ」　
しかし、知っている事がイコール出来ている事ではないことが、しばしばなのです。
それは接遇の善し悪しは自分が決める事ではなく、相手が決める事だらです。
だから相手の声を聞こうとしなかったり、聞こえなければ、接遇の評価はできないことになります。また、相手の立場に立つことが難しいという事実とともに、一番見えにくいのは自分自身です。 

２．なぜ接遇が大切なのか？

今や、病院は患者様から選ばれる時代です。
「治療してあげる」「看護してあげる」の発想では患者様は病院に近づいてきません。何らかの対策を講じなければ病院は生き残れなくなります。
今、最もサービスがよくて、業績が上がっている企業は接遇で差をつけていると聞きます。
接遇とは、接客業務時における客に対する接客スキルのことをいう。

「仕事の上で一般の人と応対すること」また、応対とは「人と会って話をかわすこと」とあります。
つまり接遇とは患者様、あるいは関連する地域住民との人間関係づくりといえます。
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接遇の善し悪しは、人間関係づくりの善し悪しで決まります。
どうすれば人間関係を良くすることができるのでしょうか。 
それには5つの基本があります。 
1．挨拶 　2．表情（笑顔） 3．身だしなみ 　4．態度 　5．言葉遣い 　
特に、直接患者と接する機会の多いスタッフは、常にこの人間関係を良くする5つの基本を念頭において、信頼と好感の持たれる応対の仕方を身につけることが重要だと思われます。

チェックポイント　自分の接遇を振り返ってみよう！！

●ご家族、患者様、上司、先輩、同僚、後輩などに会った時は、自分から進んで挨拶をしているか？

●笑顔で接しているか？

●身だしなみは整っているか？

　・制服のほつれはないか？汚れていないか？
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　・制服のズボンの裾は縫い付け、床をすって歩いていないか？

　・ネームは正しい位置についているか？

　・髪の色は茶色くないか？

　・靴下は白か？

　・香水はつけてないか？

　・爪は長くないか？

●誠心誠意の心で、応対・対処しているか？

●患者様・スタッフ同士を、「呼び捨て」または「ちゃん」付けで呼び合っていないか？

　特にご家族・患者様に対し、命令口調で話していないか？

みなさん一人ひとりが青仁会の顔です。利用される全ての方々から、見られている・評価されているという意識を持って下さい。一人ひとりの接遇マナーの善し悪しが、青仁会全体の評価につながり、利益にも影響することを認識し、責任ある姿勢で業務に励んで下さい。
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